
茨城県マスコット ハッスル黄門 

速報 第 １号 
2017年6月23日発行 第46回関東ろう者体育大会 

期日：2017年6月23日（金）～ 2017年6月25日（日）  

開催地：茨城県ひたちなか市・水戸市 

主催：関東ろう連盟 主管：（一社）茨城県聴覚障害者協会 大会HP Twitter 

ようこそ花の楽園、ひたちなかへ！仲間を信じ、スポーツの力で関東を元気にしよう！ 

Facebook 

ようこそ！茨城県へ！ようこそ！茨城県へ！ようこそ！茨城県へ！   ひたちなか市と水戸市の紹介ひたちなか市と水戸市の紹介ひたちなか市と水戸市の紹介   

ここ茨城県で関東ろう者体育大会をここ茨城県で関東ろう者体育大会をここ茨城県で関東ろう者体育大会を

開催するのは平成開催するのは平成開催するのは平成181818年(年(年(200620062006年)以年)以年)以

来来来111111年ぶりになります。年ぶりになります。年ぶりになります。   

その間に色々ありましたが、初めてその間に色々ありましたが、初めてその間に色々ありましたが、初めて

来た方も久しぶりに来た方も、どう来た方も久しぶりに来た方も、どう来た方も久しぶりに来た方も、どう

ぞ競技をお楽しみください。ぞ競技をお楽しみください。ぞ競技をお楽しみください。   

ひたちなか市は、平成ひたちなか市は、平成ひたちなか市は、平成666年(年(年(199419941994年)に「平成の大合併」によって勝田市と那珂湊年)に「平成の大合併」によって勝田市と那珂湊年)に「平成の大合併」によって勝田市と那珂湊

市と合併して誕生しました。市と合併して誕生しました。市と合併して誕生しました。   

「観るもの」に関しては、会場の一つである「観るもの」に関しては、会場の一つである「観るもの」に関しては、会場の一つであるひたちなか市総合運動公園ひたちなか市総合運動公園ひたちなか市総合運動公園近くに春の近くに春の近くに春の

青いネモフィラと秋の赤いコキアで有名な「国営ひたち海浜公園」がありますが、青いネモフィラと秋の赤いコキアで有名な「国営ひたち海浜公園」がありますが、青いネモフィラと秋の赤いコキアで有名な「国営ひたち海浜公園」がありますが、

連日観光客と買い物客の絶えない「那珂湊おさかな市場」が有名です。連日観光客と買い物客の絶えない「那珂湊おさかな市場」が有名です。連日観光客と買い物客の絶えない「那珂湊おさかな市場」が有名です。   

「食べもの」に関しては、都道府県別の生産高では日本一になっている「干しい「食べもの」に関しては、都道府県別の生産高では日本一になっている「干しい「食べもの」に関しては、都道府県別の生産高では日本一になっている「干しい

も」がありますが、その干しいもから作った「干しいも焼酎」もあります。も」がありますが、その干しいもから作った「干しいも焼酎」もあります。も」がありますが、その干しいもから作った「干しいも焼酎」もあります。   

バドミントン競技会場であるバドミントン競技会場であるバドミントン競技会場である青柳公園市民体育館青柳公園市民体育館青柳公園市民体育館のある水戸市は茨城県の県庁所在のある水戸市は茨城県の県庁所在のある水戸市は茨城県の県庁所在

地であります。地であります。地であります。   

「観るもの」に関しては、日本三大名園の一つである「偕楽園」が有名ですが、旧「観るもの」に関しては、日本三大名園の一つである「偕楽園」が有名ですが、旧「観るもの」に関しては、日本三大名園の一つである「偕楽園」が有名ですが、旧

水戸藩の藩校であり国の特別史跡である「弘道館」が水戸駅の近くにあります。水戸藩の藩校であり国の特別史跡である「弘道館」が水戸駅の近くにあります。水戸藩の藩校であり国の特別史跡である「弘道館」が水戸駅の近くにあります。   

「食べもの」に関しては、「納豆」が有名ですが、水戸黄門こと徳川光圀公は日本「食べもの」に関しては、「納豆」が有名ですが、水戸黄門こと徳川光圀公は日本「食べもの」に関しては、「納豆」が有名ですが、水戸黄門こと徳川光圀公は日本

で最初にラーメンを食べた人だといわれ、当時のレシピを可能な限り再現した「水で最初にラーメンを食べた人だといわれ、当時のレシピを可能な限り再現した「水で最初にラーメンを食べた人だといわれ、当時のレシピを可能な限り再現した「水

戸藩らーめん」があります。戸藩らーめん」があります。戸藩らーめん」があります。   国営ひたち海浜公園国営ひたち海浜公園国営ひたち海浜公園   

でのネモフィラでのネモフィラでのネモフィラ 



競  技 種  目 エントリー数   競  技 種  目 エントリー数 

第70回野球競技 - 9チーム   

第36回ボウリング競技       

団体戦(男子) 6チーム 

第49回卓球競技               

男子団体 18チーム   団体戦(女子) 4チーム 

女子団体 8チーム   個人戦(男子) 34名   

男子ダブルス 29ペア    個人戦(女子) 13名   

女子ダブルス 11ペア    第35回ゲートボール競技 - 11チーム 

男子シングルス・一般の部 43名     第28回ソフトボール競技 - 7チーム 

男子シングルス・シニアの部 29名     

第24回バドミントン競技         

男子ダブルス 8ペア  

女子シングルス・一般の部 20名     女子ダブルス 6ペア  

女子シングルス・シニアの部 10名     混合ダブルス 12ペア  

第46回バレーボール競技   
男子団体 0チーム   男子シングルス 15名   

女子団体 7チーム   女子シングルス 6名   

第38回サッカー競技 - 4チーム   
第16回バスケットボール競技   

男子団体 2チーム 

第37回テニス競技       

男子シングルス 12名     女子団体 0チーム 

女子シングルス 4名     男子団体 3チーム 
第3回フットサル競技   

男子ダブルス 6ペア    女子団体 2チーム 

女子ダブルス 3ペア          

競技・種目別エントリー数競技・種目別エントリー数競技・種目別エントリー数   

24日・25日実施  24日のみ実施 

第70回野球競技 第36回ボウリング競技  第46回バレーボール競技 第16回バスケットボール競技 

第49回卓球競技 第28回ソフトボール競技  第37回テニス競技 第3回フットサル競技 

第38回サッカー競技 第24回バドミントン競技  第35回ゲートボール競技  

実施日別競技一覧実施日別競技一覧実施日別競技一覧   


